
【レポート販売】「スマートハウス構築のためのホームネットワ
ーク技術2011」を販売開始

報道関係者各位

平成２３年５月１７日
株式会社クロス・マーケティング
（東証マザーズ 3629）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
「スマートハウス構築のためのホームネットワーク技術2011」を販売開始

～基本プロトコル／OSGiからECHONET／ZigBee／Z-Wave
／Bluetooth／PLC／G.hnまで～
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 東京都中央区）は、インターネットテクノロジーを核としたあ
らゆる分野でクロスメディア事業を展開している株式会社インプレスR＆D（代
表取締役 井芹 昌信 東京都千代田区）が発行した調査資料「スマートハウ
ス構築のためのホームネットワーク技術2011」を販売開始しました。

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=574

■■ 資料概要 ■■

本書は、スマートハウスの登場とともに、ホームネットワークが急速に注目を
集め、新しい標準が次々に登場している時代に、エネルギー管理の面からホー
ムネットワークの全体像を集大成した本邦初の報告書である。

最初に、基本知識としてネットワークアーキテクチャ、プロトコルやサービス
の提供方法に関する考え方を概説するとともに、アプリケーション分野として
特にエネルギー管理系を想定した場合に重要となる技術を取り上げて解説する。
次に、日本がリードしてきたECHONETをはじめ、ZigBee／Z-Wave／Bluetooth
／Wi-FiやPLC／G.hnなど、有線ネットワーク、無線ネットワークの両面からの
新しい標準技術の展開を整理して紹介する。さらにOSGiのゲートウェイによる
スマートハウスにおけるサービスの形態まで踏み込んで紹介している。
加えて、具体的なスマートハウス「iHouse」の事例を挙げて解説している。

本書を通して、これらの新しいネットワーク技術が、ホームネットワークシス
テム全体の中でどのように位置づけられるのかを理解し、システムを構築する
うえでの選択肢とそれらの得失を理解できる構成となっている。

https://www.prerele.com/releases/detail/2111
https://www.prerele.com/releases/detail/2111
http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=574
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発 行：株式会社インプレスR＆D
販 売：株式会社クロス・マーケティング
版 型：A4 / 232ページ
■CD-ROM 89,250円（税抜85,000円＋消費税4,250円）
■製本＋CD-ROM 99,750円（税抜95,000円＋消費税4,750円）
※各別途送料500円

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=574

【お申し込み方法】
上記URLよりお申し込みください。

【お支払い方法】
法人様・・銀行振込みの後払いとなります。
商品と同封、または別送にて請求書と納品書をお送りいたしますので、振込み期日までに指定口
座へお振込みください。

個人様・・銀行振込みの前払いとなります。
お申し込み後に請求書をお送りいたします。

https://www.prerele.com/releases/date_list/2011/05
http://www.google.com/calendar/event?action=TEMPLATE&dates=20110512%2F20110513&text=%E3%80%90%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E3%80%91%E3%80%8C%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%8F%E3%82%A6%E3%82%B9%E6%A7%8B%E7%AF%89%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E6%8A%80%E8%A1%932011%E3%80%8D%E3%82%92%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E9%96%8B%E5%A7%8B&details=https%3A%2F%2Fwww.prerele.com%2Freleases%2Fdetail%2F2111
http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=574


ご入金が確認されましてから、商品を発送いたします。

■■ 株式会社クロス・マーケティング 会社概要 ■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号 銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■ 株式会社クロス・マーケティングについて ■■

株式会社クロス・マーケティングは、国内130万人超の大規模モニターを軸に、生活者の「生」の
声を主にインターネットを活用して収集するマーケティングリサーチ会社です。
生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサーチの優位性であ
る「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視したリサーチサービスを展開してい
ます。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチに関するあらゆる
サービスをトータルにサポートいたします。

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
Cross Shop 販売窓口担当
Tel：
Fax：
Mail：
Facebook：http://www.facebook.com/pages/Cross-Shop/164004066984033
twitter：http://twitter.com/cross_CS

Generated by ぷれりり・プレスリリース
https://www.prerele.com

https://www.google.co.jp/maps?q=%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA%E9%8A%80%E5%BA%A78
https://www.prerele.com/releases/date_list/2003/04
http://www.google.com/calendar/event?action=TEMPLATE&dates=20030401%2F20030402&text=%E3%80%90%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E3%80%91%E3%80%8C%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%8F%E3%82%A6%E3%82%B9%E6%A7%8B%E7%AF%89%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E6%8A%80%E8%A1%932011%E3%80%8D%E3%82%92%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E9%96%8B%E5%A7%8B&details=https%3A%2F%2Fwww.prerele.com%2Freleases%2Fdetail%2F2111
http://www.cross-m.co.jp/
http://www.facebook.com/pages/Cross-Shop/164004066984033
http://twitter.com/cross_CS
https://www.prerele.com

